
令和 7 年度真誠会セラピストの会 

【セラピストの会目的】 

  医療・社会福祉法人真誠会の理念に基づき、施設⇔在宅・予防⇒介護まで切れ目のない質の高いリハビリテーションサービスの提供を目的とする 

  1）セラピスト業務の統一を図り、情報の共有を図る  2）専門性を高めるための研修を企画立案し開催する 

  3）効率的な業務を行い安定したリハビリの供給を行う 4）社会の変化やニーズに対応したリハビリサービスを検討して実践する 

【令和 7 年度のテーマ】 「繋がる・深める実践」 

【令和 7 年度の目標】 

  1）学びの場の定期開催  2）セラピスト間の対話・交流機会の拡充 3）専門性の可視化と発信力の向上 

【令和 7 年度行動計画】 

項目 目標 参加者 時期 担当者 内容 

新人セラピスト

勉強会 

1.社会人としての自覚を持つことができる 

2.介護保健・加算について理解できる 

3.セラピストの役割を理解できる 

4.症例報告（R8.1～2月頃） 

新人 3名 月 1回 ◎西中 PT 

〇和田 PT 

・研修の計画を立て、研修の依頼を行う（6月中） 

・研修計画書を提出する 

社会人としての接遇マナー（森） 介護保険制度（大西） 記録について（西中） 

老健研修（森） ディケア研修（米山） 訪問リハ研修（牧田）  

通所介護研修（岡田） リスク管理・バイタル測定（吉永、川田、竹内） 感染予防（山岡

Ns） ICF、BI（和田）   

若手セラピスト

現協会 

(2 年目～4 年

目) 

1.リハビリマネジメント過程が実践できる 

2.多職種を理解しチームアプローチを実践で

きる 

3.次のサービスへ繋ぐことができる 

 

セラピスト実務 2 年

目 3年目 4年目 

2月 1回 ◎岩崎 PT 

〇長谷川 PT 

・研修の計画を立て、研修の依頼を行う（6月中） 

・研修計画書を提出する 

生活行為向上について（長谷川） リハビリマネジメント（岩崎）         

認知症リハビリについて（光谷） 栄養について（石倉管理栄養士） 

口腔について（松本ゆDH） 加算算定要件（永井、長谷川、岡田、牧田） 

X 線（放射線技師）、血液検査（検査技師）、透析について（オアシス岡田Ns） 

地域活動（小関）呼吸について（長井） 

事例検討会 

(全体) 

「繋ぐ」をテーマに事例検討会 老健⇔通所リハ 

老健⇔通所介護 

通リハ⇔通所介護 

訪問リハ⇔通所リハ 

など 

奇数月 ◎岡田 OT 

〇牧田 OT 

 

報告会は書面にて行う 

・事例検討の発表者を推薦または立候補にて決定（５月中：副担当者） 

・それぞれの担当月に副担当が主担当へレジメを送付する 

・主担当よりセラピストへレジメを配布する。コメントやアドバイスを記入し主担当へ返す 

・主担当が意見やアドバイス等を集約し発表者へ返す 

7月：老健⇔通所リハ（川田）  

9 月：老健⇔通所介護（岡田） 

11月：通リハ⇔通所介護（岩崎） 

1月：訪問リハ⇔通所リハ（牧田） 

3月：訪問リハ⇔老健（森） 

ノーリフト勉強

会 

腰痛予防の座学、実技勉強会 

移乗動作(リフト・ボード・シート) 

ロボット 

興味ある職員 3月 1回 ◎永井 PT 

〇吉永 PT 

三宅OT 

 

6 月ノーリフト座学 ボード使用方法 

9月リフト・スタンディングリフト使用について 

12月シート使用について 

R8/3月希望に応じ実技講習会 

令和7年4月11日 


